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第１回沖縄科学技術研究基盤整備機構分科会 議事要旨 

 

 

１．日時：平成１８年６月２９日（木）１３：３０～１５：１０ 

 

２．場所：中央合同庁舎４号館１０階 

公害等調整委員会 調停・仲裁・裁定室 

 

３．出席委員：平澤委員、伊集院委員、遠藤委員、長岡委員 

 

４．議事概要 

 

（１）分科会長の互選について 

委員の互選により、分科会長に平澤委員が選出された。 

 

（２）評価基準（案）、項目別評価表（案）及び総合評価表（案）について 

  評価基準（案）（資料４）、項目別評価表（案）（資料５）及び総合評価表

（案）（資料６）について事務局が今後の予定と併せて説明した。その後、

それぞれの様式（案）や評価方法について意見交換が行われ、次のような

意見が出た。 

 

○ 年に１回の評価に対して一年間の「実績」をまとめるのでなく、内部

で日常的に短期の目標設定、細かい観点からの評価基準に基づきこまめ

に評価をしていくべきである。その結果をまとめた形の「実績」とする

のが望ましい。 

 

○ よりきめ細やかな管理を行い、それも評価対象とすべきである。 

マネジメントに対する工夫を行うことを期待する。 

 

○ Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの評価の考え方について、それぞれを１００点満点の

２５点ずつを配分するという考え方、又は達成度を見て大学における成

績評価のように優・良・可・不可で判断する考え方（この場合、半分程

度しか達成できていない場合はＤとなる。）があるが、後者の優・良・可・

不可方式で考えたい。 

 

 



 

 2

○ 定量的な指標があまりないので、定量的な指標を設定することも今後

考えていくべきである。 

 

○ 評価の際には能動的な業務か、枠組みがあらかじめ決まった受動的な

業務かの判断が必要であるが、次回分科会で機構からの報告を受け、今

後検討していきたい。 

 

○ 計画の段階で、何をＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄと評価するのかという基準を決め

ておくべきであり、次年度に向けて検討したい。 

 

○ 長期的にしか結果が顕在化しないものについてはプロセスの部分が重

要になってくるので、これをきちんと評価すべきである。 

 

○ 今後、業務の「数」でなく「質」を評価する指標を整備していく必要

がある。 

 

○ 機構に対する理解を深め、適切な評価を行うため、現地視察の機会を

とるとよい。 

 

それぞれの様式（案）については暫定版として了承され、次回分科会にお

ける機構からの具体的な報告を受け、再度意見をかわすこととなった。 

 

（３）その他 

今後の予定等について 

○ 次回分科会を７月に行うよう、日程調整することが確認された。 

○ 現地視察について、日程調整を行うことが確認された。 

 

以上 

 

 

 

（参考）現地視察について第１回分科会後、日程調整を行ったが、調整がつか

なかったため秋に再度調整することとなった。 
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問い合わせ先 

内閣府沖縄振興局新大学院大学企画推進室 

電話：０３－５２５３－２１１１（内線４４４１７） 

 


